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に
を
い
が
け
研
修
会

開
催

に
を
い
が
け
研
修
会

開
催

８
月
30
日
、
村
田
幸
喜
先
生
（
満
洲
眞
勇
分
教
会

長
）
を
お
迎
え
し
、
に
を
い
が
け
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
「
に
を
い
が
け
は
な
ぜ
大
切
な
の
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
の
講
話
が
あ
り
、
そ
の

中
で
先
生
は
、
村
田
家
の
信
仰
の
元
一
日
を
お
話
し

さ
れ
、
初
代
村
田
幸
右
衛
門
は
、
親
戚
か
ら
信
仰
を

反
対
さ
れ
る
中
、
「
今
に
見
と
い
て
く
れ
」
と
教
祖

を
信
じ
切
っ
て
通
ら
れ
、
六
代
続
い
て
現
在
は
本
部

で
子
孫
が
大
勢
勤
め
て
い
る
。
祖
父
が
二
代
真
柱
様

の
仰
せ
の
ま
ま
に
素
直
に
満
洲
へ
単
独
布
教
に
出
て
、

４
年
で
教
会
を
設
立
。
終
戦
で
引
き
上
げ
と
な
っ
た

が
、
大
阪
で
教
会
を
復
興
さ
れ
、
現
在
は
奈
良
市
内

に
移
転
し
て
い
る
。

ま
た
、
教
祖
百
三
十
年
祭
の
旬
に
自
身
の
家
庭
の

事
情
か
ら
、
路
傍
講
演
千
回
を
心
定
め
、
心
を
倒
す

こ
と
な
く
勤
め
き
り
、
目
ざ
ま
し
い
ご
守
護
を
頂
い

た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。

に
を
い

が
け
の
行
為
は
、
私
た
ち
よ
ふ
ぼ
く
の
つ
と
め
で
あ

り
、
た
ね
ま
き
で
あ
る
こ
と
、
た
ね
を
蒔
か
な
か
っ

た
ら
生
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
先
の
に
を
い
が
掛

か
る
か
ど
う
か
は
、
神
様
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
私

た
ち
は
、
教
祖
の
お
喜
び
下
さ
る
に
を
い
が
け
、
お

た
す
け
を
た
ね
ま
き
と
し
て
、
歩
ま
せ
て
頂
こ
う
。

と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
に
を
い
が
け
、
お
た

す
け
の
相
談
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
お
答
え
下
さ
い
ま

し
た
。

昼
食
後
は
、
路
傍
講
演
班
と
戸
別
訪
問
班
に
分
か

れ
て
実
動
し
、
に
を
い
が
け
か
ら
帰
っ
て
き
た
参
加

者
は
、
皆
と
て
も
清
々
し
い
表
情
で
、
班
毎
の
ふ
り

か
え
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
男
性
25
名
、

女
性
22
名
、
ス
タ
ッ
フ
15
名
、
合
計
62
名
で
し
た
。

布
教
部
長

二
宮
道
一
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９
月
２
日
、
愛
媛
教
区
青
年
会

主
催
「
第
２
回
ハ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
を
西
条
市
高
須
海
岸
・
ビ
バ

ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
西
条
に
て
開
催
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
は
、
『
～
瀬
戸
内

海
の
水
を
澄
ま
す
～
』
を
合
同
テ
ー

マ
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
に
隣
接
す

る
〔
岡
山
〕
〔
広
島
〕
〔
香
川
〕

〔
愛
媛
〕
教
区
青
年
会
が
、
そ
れ

ぞ
れ
県
内
の
海
岸
で
一
斉
に
ゴ
ミ

拾
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

愛
媛
教
区
会
場
で
は
約
60
名
の

方
が
参
加
し
て
下
さ
り
、
海
岸
の

ゴ
ミ
拾
い
に
、
昼
食
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、

そ
の
後
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

大
会
で
大
盛
り
上
が
り
！
海
も
心

も
綺
麗
に
な
っ
て
、
教
友
と
の
親

睦
も
深
め
ら
れ
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

四
県
の
青
年
会
が
開
催
テ
ー
マ

を
『
瀬
戸
内
海
の
水
を
澄
ま
す

（
海
ゴ
ミ
を
減
ら
す
）
』
と
い
う

分
か
り
や
す
い
も
の
に
統
一
し
て

告
知
す
る
こ
と
で
、
教
内
外
の
方

に
活
動
の
意
味
を
認
知
し
て
頂
け

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

愛
媛
教
区
青
年
会
は
、
活
動
し

た
く
て
も
出
来
な
か
っ
た
今
ま
で

の
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
様
に
し
っ

か
り
思
案
し
、
ま
た
現
在
の
教
祖

百
四
十
年
祭
の
後
押
し
を
頂
い
て

さ
ら
に
躍
進
で
き
る
よ
う
、
進
取

果
敢
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

青
年
会
委
員
長

合
田
慶
三
郎

松
山
東
支
部
で
は
、
９
月
９
日
、

教
務
支
庁
に
お
い
て
「
み
お
し
え

学
習
会
」
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

に
酒
井
美
加
さ
ん
、
サ
ブ
に
森
貴

宏
さ
ん
に
出
向
い
た
だ
き
開
催
致

し
ま
し
た
。

初
め
て
の
開
催
で
、
声
掛
け
の

方
法
が
解
ら
ず
、
参
加
数
は
、
受

講
者
４
名
、
ス
タ
ッ
フ
３
名
と
、

つ
ま
ず
き
な
が
ら
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
少
人
数
が
ゆ
え
に
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
楽
し

く
「
十
全
の
守
護
」
を
改
め
て
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
、
終
了
後
に
は

忌
憚
の
な
い
感
想
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
少
人
数
で
も
開
催
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
も
確

認
で
き
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
で
は
、
周
知
、
声

掛
け
を
改
善
し
、
共
々
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
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、
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、
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、
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開
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で
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次
回
の
開
催
で
は
、
周
知
、
声

掛
け
を
改
善
し
、
共
々
に
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
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い
と
思
い
ま
す
。
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松
山
東
支
部
地
方
委
員

北
吉
井
分
教
会
長

松
山
東
支
部
地
方
委
員

北
吉
井
分
教
会
長

久
保

秀
之

久
保

秀
之

最
近
、
「
傾
聴
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
傾
聴
と
は
、
「
相
手
を
少
し
で
も
理
解
し

よ
う
と
心
を
傾
け
る
」
と
い
う
聞
き
方
の
基
本
で

す
。
真
剣
に
向
き
合
い
、
相
手
を
理
解
す
る
た
め

に
必
要
で
す
。

先
日
、
信
者
さ
ん
の
葬
儀
を
務
め
た
の
で
す
が
、

打
ち
合
わ
せ
の
際
に
、
人
と
な
り
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
年
齢
す
ら
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
話
を
す
る
機
会
が
少

な
く
、
話
を
し
て
も
体
調
は
ど
う
で
す
か
？
と
尋

ね
る
程
度
で
し
た
。
も
っ
と
話
を
し
て
、
そ
の
人

の
こ
と
を
知
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
を
し

ま
し
た
。

妻
に
、
私
の
信
者
さ
ん
へ
の
接
し
方
を
聞
く
と
、

『
そ
の
場
で
は
、
「
う
ん
う
ん
」
と
返
事
を
し
て

い
て
も
、
聞
き
流
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
信
者
さ
ん
と
深
い
話
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
』

と
厳
し
い
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

私
の
聞
く
態
度
は
、
話
を
遮
り
自
分
の
思
い
を

一
方
的
に
押
し
付
け
た
り
、
別
の
こ
と
を
考
え
て

い
た
り
、
相
手
に
顔
や
身
体
を
向
け
ず
に
話
を
聞

い
た
り
と
、
真
剣
に
聞
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
傾
聴
を
意
識
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。

目
に
見
え
る
教
会
の
姿
を
把
握
す
る
こ
と
だ
け

で
な
く
、
目
に
見
え
な
い
信
者
さ
ん
の
思
い
を
聞

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
信
者
さ
ん
と
向

き
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
信
仰
に
対
す
る

思
い
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と

で
、
次
の
世
代
に
道
が
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
教
会
の
今
の
姿
を
把
握
し
、
何
を
す
る
べ
き

か
を
真
剣
に
考
え
、
実
動
を
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
ひ
な
が
た
を
目
標
に
教
え
を
実
践
し
、
た
す
け

一
条
の
歩
み
を
活
発
に
推
し
進
め
る
と
き
で
あ
る
」

（
諭
達
第
四
号
）

諭
達
に
込
め
ら
れ
た
真
柱
様
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
心
に
治
め
、
教
祖
に
お
喜
び
い
た
だ
け
る
年

祭
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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。
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齢
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。
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。
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。
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を
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、
た
す
け

一
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の
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み
を
活
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進
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る
と
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で
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る
」

（
諭
達
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号
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達
に
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た
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柱
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の
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を
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に
お
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年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。
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事
項
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更
申
請
書

内
子
分
教
会
（
髙
岡
）

▽
特
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代
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員
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願

壬
生
川
分
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（
愛
豫
）

◎
今
治
支
部

清
ノ
畑
布
教
所
（
髙
知
・
清
明
）

受
理
日

令
和
５
年
７
月
２
１
日

９
月
10
日
現
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宇
摩
支
部

１
件

１
５
、
０
０
０
円

新
居
浜
支
部
３
件
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、
０
０
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円

道
前
支
部

４
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、
０
０
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円

今
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４
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支
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１
５
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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、
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・
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害
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南
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部

例
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２
日

松
山
東
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部
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４
日

松
山
北
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部

例
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９
日

女
子
青
年
例
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13
日

教
区
祭
（
喜
多
支
部
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23
日

教
区
輸
送
会
議

29
日

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

松
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午
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）
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（
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第１回 ようぼく一斉活動日 １０月２９日（日）第１回 ようぼく一斉活動日 １０月２９日（日）

ようぼく一斉活動日は、
同じ地域に住むようぼくが集い、

思召に心を揃え、互いに勇ませ合って
ともに年祭活動の歩みを進める日です。

ようぼくは、毎回参加しましょう。

ようぼく一斉活動日は、
同じ地域に住むようぼくが集い、

思召に心を揃え、互いに勇ませ合って
ともに年祭活動の歩みを進める日です。

ようぼくは、毎回参加しましょう。
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青年会ハートボール大会青年会ハートボール大会


